
◆栽培での注意事項
月
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◆土づくり資材

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◆農薬使用基準（成分回数８回）
注１）○内の数字は成分回数を表します。
注２）農薬使用基準を正しく守りましょう。

◆施肥設計（１０ａ当り）

粒状肥料体系 （）内は、化学肥料由来の窒素量 一発肥料体系 （）内は、化学肥料由来の窒素量 ペースト肥料体系 （）内は、化学肥料由来の窒素量

◎除草剤説明

A

ｾﾞｰﾀﾜﾝ：初中期剤　田植後5日～、ｼﾞｬﾝﾎﾞ剤、ﾌﾛｱﾌﾞﾙ剤、（※）1ｷﾛ粒剤

（※）堆肥の施用量については、土づくりの集積状況や土壌診断に基づいて決定する。  ｱ ﾄ ﾄ ﾘ ：中後期剤　田植後20日～、1ｷﾛ粒剤、豆つぶ

ﾋﾞｸﾄﾘｰZ：初中期剤　田植後5日～、ｼﾞｬﾝﾎﾞ剤、ﾌﾛｱﾌﾞﾙ剤、1ｷﾛ粒剤
 ｱ ﾄ ﾄ ﾘ ：中後期剤　田植後20日～、1ｷﾛ粒剤、豆つぶ

B

（※）ｾﾞｰﾀﾜﾝ1ｷﾛ粒剤は田植同時散布できます。
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特別栽培米「奥出雲千石米　コシヒカリ」栽培ごよみ（飯南）

●リン酸質肥料
リンスター３０・苦土重焼燐・ファイトアップ

●微量要素材（出来の悪い所へ５ｋｇ／１０ａ散布する
ミネラス・アグリエース・ＦＴＥ

●漏水田対策
ベントナイトを０．７ｔ～１ｔ／１０ａ施用する

●含鉄資材（１０ａ当り施肥量）
純鉄粉６０ｋｇ・雲南土づくり土改剤６０ｋｇ・ミネテツエース２００ｋｇ

Ａ：ﾋﾞｸﾄﾘｰｚｼﾞｬﾝﾎﾞ②又は、ﾋﾞｸﾄﾘｰｚﾌﾛｱﾌﾞﾙ②
　　又は､ﾋﾞｸﾄﾘｰｚ１キロ粒剤②
　　＋　ｱﾄﾄﾘ1ｷﾛ粒剤①又は、ｱﾄﾄﾘ豆つぶ①
Ｂ：ﾋﾟﾗｸﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ①又は、ﾋﾟﾗｸﾛﾝ粒剤①
又は、ﾋﾟﾗｸﾛﾝｼﾞｬﾝﾎﾞ① ＋ ｾﾞｰﾀﾜﾝ1ｷﾛ粒剤①
　　＋　ｱﾄﾄﾘ1ｷﾛ粒剤①又は、ｱﾄﾄﾘ豆つぶ①

除草剤
　ＡかＢの選択

育苗箱施薬 スタウトダントツ箱粒剤②

千粒重・整粒歩合向上のため、落水後の走水をする。
（乾田では、落水から１～２回、半日程度行なう）

堆肥は、１０ａ当り０．５ｔ～１ｔとするが、腐熟促進剤による
稲わら、もみがらでも良い。

注２
土改剤は、含鉄資材を２年に１回散布する。その場合、根量が増え
給肥力が増し、倒伏しやすいので、堆肥・元肥は減肥する。

注３
すご稲有機及びこめ太郎くんは、基準量の土３０％の範囲内
で、自己判断により増減しても良い。最高４０ｋｇ／１０ａ

注４
ニューフレーバーは、基準量の土３０％の範囲内で、自己判
断により増減しても良い。最高４０ｋｇ／１０ａ

●腐熟促進剤
ワラクサール・豊土サングリーン・アグリ革命アクア

種 子 消 毒 剤
特別栽培米の種籾は、無消毒種子を用い
温湯種子消毒、又は、電解水処理等を行なう

注１

注５

ﾋﾟﾗｸﾛﾝ：初期剤　植代後又は田植直後、ﾌﾛｱﾌﾞﾙ剤、1ｷﾛ粒剤、
　　　　　ｼﾞｬﾝﾎﾞ剤

下記資材は、生産者の判断で使用しても良い。
但し、化学チッソ２．７５ｋｇ／１０ａ以下を厳守する。
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◎除草剤は、水深１０ｃｍで施薬し、４～７日間の湛水を維持する。
　１～２日で水がなくなった場合は、静かに水を継ぎ足す。

【出穂前】
アミスタートレボンＳＥ②　　　　どちらか１回
トレボン粉剤ＤＬ①

【出穂後】
〈カメムシ・ウンカ類〉

スタークル液剤１０①又は、
スタークル粉剤ＤＬ①

本田防除
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